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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１３７号
2021年10月16日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

５
９
２
４
筆（
21
年
10
月
15
日
）

　
菅
政
権
に
代
わ
っ
て
岸
田
新
政
権

が
発
足
し
ま
し
た
。「
新
自
由
主
義

か
ら
の
転
換
」「
新
し
い
日
本
型
資

本
主
義
」「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
修
正
」

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
首
相
就
任
後
に
「
車
の

両
輪
は
成
長
戦
略
と
分
配
戦
略
」「
政

策
の
中
心
は
科
学
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」「
地
方
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の

実
装
を
進
め
て
、
地
方
と
都
市
の
差

を
縮
め
る
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
通

り
、
ど
れ
も
こ
れ
も
安
倍
や
菅
と
変

わ
ら
な
い
「
働
き
方
改
革
」、
ト
リ

ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
（
富
め
る
者
が
よ

り
豊
か
に
な
れ
ば
貧
し
い
者
に
も
富

が
滴
り
落
ち
る
）
な
ど
の
ゴ
リ
ゴ
リ

の
新
自
由
主
義
路
線
で
あ
る
こ
と
は

明
か
で
す
。

　
党
・
閣
僚
人
事
で
は
、
茂
木
外
相

と
岸
信
夫
防
衛
相
を
留
任
さ
せ
、
党

く
、
よ
り
危
機
が
深
ま
る
中
で
、
反

動
的
な
攻
撃
を
強
め
て
く
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
労
働
組
合
を
め
ぐ
っ
て
は
、
連
合

会
長
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
出
身
の
芳
野
友
子
、

事
務
局
長
に
は
日
教
組
委
員
長
の
清

水
秀
行
が
座
り
、
他
方
で
ト
ヨ
タ
労

組
が
組
織
内
候
補
を
不
出
馬
と
し
自

民
党
に
露
骨
に
接
近
を
図
る
な
ど
、

連
合
を
め
ぐ
っ
て
も
重
大
な
動
き
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
解
体
攻
撃
や
関
西
生
コ
ン
支

部
攻
撃
、
Ｊ
Ｒ—

全
社
会
的
な
「
労

組
な
き
社
会
」
攻
撃
な
ど
と
合
わ
せ

て
労
働
組
合
を
め
ぐ
る
決
定
的
な
流

動
・
再
編
の
情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、
あ

ら
た
め
て
国
鉄
闘
争
勝
利
や
関
西
生

コ
ン
支
部
弾
圧
粉
砕
を
掲
げ
て
闘
う

労
働
組
合
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
前
進
し
て
い
ま
す
（
記
事
裏
面
）。

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争

を
め
ぐ
っ
て
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
裁
判

の
当
事
者
と
し
て
引
き
ず
り
出
す
決

定
的
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。
全
国

的
な
署
名
運
動
の
展
開
な
ど
取
り
組

み
を
強
め
よ
う
。

　
都
立
病
院
独
法
化
や
郵
政
土
曜
休

配
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
産
別
・
職
場
で

新
自
由
主
義
の
矛
盾
と
危
機
に
立
ち

向
か
い
労
働
運
動
の
再
生
の
突
破
口

を
つ
く
ろ
う
。
11
・
７
日
比
谷
野
音

へ
大
結
集
を
！

目
指
す
11
・
７
集
会
は
決
定
的
な
意

義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
動
労
千
葉
は
９
月
下
旬
の
定
期
大

会
で
、
関
道
利
委
員
長
を
先
頭
に
新

書
記
長
・
書
記
次
長
・
副
委
員
長
の

新
体
制
を
打
ち
出
し
、
国
鉄
分
割
・

民
営
化
型
の
Ｊ
Ｒ
大
再
編
攻
撃
に
立

ち
向
か
い
、
組
織
拡
大
を
実
現
し
つ

る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
だ
が
、
裁
判

所
が
参
加
決
定
を
出
し
た
以
上
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
裁
判
の
当
事
者
で
あ
る

こ
と
は
動
か
し
よ
う
が
な
い
。
何
も

主
張
し
な
い
な
ら
、
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員

会
の
不
当
労
働
行
為
に
よ
っ
て
解
雇

が
行
わ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
も
、
組

合
側
の
主
張
が
審
理
の
前
提
に
な
る

の
が
当
然
だ
。

　
裁
判
所
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
今

回
の
裁
判
で
判
断
す
る
と
し
て
い

た
。
だ
が「
引
き
続
き
検
討
し
た
い
」

と
判
断
を
さ
ら
に
先
延
ば
し
に
し

た
。「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
裁
判
に
参
加

す
る
か
ど
う
か
を
み
て
検
討
す
る
」

「
も
う
一
度
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
期
日
を

通
知
す
る
」
と
い
う
。

　
不
当
労
働
行
為
の
真
実
を
徹
底
し

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
こ
の

裁
判
の
最
大
の
焦
点
だ
。
そ
こ
か
ら

逃
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
裁
判

所
は
徹
底
し
た
審
理
を
行
え
！

　

徹
底
し
た
審
理
で

　

真
実
を
明
ら
か
に

　
裁
判
後
の
総
括
で
は
、
弁
護
団
か

ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
訴
訟
参
加
に
つ
い

て
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
裁
判
に
参
加

し
な
く
て
も
、
判
決
の
結
果
は
直
接

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
及
ぶ
。
裁
判
の
場
に

引
き
ず
り
出
し
た
と
い
う
こ
と
だ
」

と
提
起
さ
れ
た
。

　
１
０
４
７
協
議
会
の
小
玉
忠
憲
さ

ん
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼
び
か
け

人
の
金
元
重
さ
ん
か
ら
発
言
を
受
け

た
後
、
関
道
利
委
員
長
が
「
こ
こ
ま

　
９
月
29
日
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
・
団
交
開
催
の

第
５
回
行
政
訴
訟
が
東
京
地
裁
で
行

わ
れ
た
。
動
労
千
葉
争
議
団
、
動
労

総
連
合
１
０
４
７
協
議
会
、
支
援
の

仲
間
が
集
ま
り
闘
い
ぬ
い
た
。

Ｊ
Ｒ
は
裁
判
当
事
者

　
今
回
の
裁
判
に
先
立
ち
９
月
２

日
、
東
京
地
裁
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
裁

判
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
、

告
知
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
裁
判
に
出
廷
す

〝
今
こ
そ
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
へ
〟

署
名
運
動
を
強
化
し
裁
判
所
・Ｊ
Ｒ
の
包
囲
を

総
選
挙
情
勢
と
対
決
し
11・７
日
比
谷
へ

改
憲
・
戦
争
と
労
組
な
き
社
会
を
加
速
す
る
岸
田
新
政
権

で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
引
き
ず
り
出
し

た
。
11
・
７
全
国
労
働
者
総
決
起
集

会
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
引
っ
張

り
出
す
闘
い
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
」

と
訴
え
た
。
最
後
に
、
中
村
仁
副
委

員
長
が
次
回
裁
判
と
11
・
７
労
働
者

集
会
へ
の
参
加
を
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
た
だ
ち
に
法
廷
に

出
て
こ
い
！
　
裁
判
所
を
真
実
か
ら

逃
さ
ず
、
徹
底
し
た
審
理
で
す
べ
て

の
真
実
を
明
ら
か
に
さ
せ
よ
う
。
署

名
運
動
を
さ
ら
に
強
化
し
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
を
裁
判
所
に
引
き
ず
り
出
そ

う
。
11
・
７
労
働
者
集
会
へ
の
大
結

集
を
か
ち
と
り
、
国
鉄
１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
ま
で
闘
い
ぬ
こ
う
。

11
月
12
日
（
金
）
10
時
30
分
～

東
京
地
裁
５
２
７
号
法
廷
（
９
時
45
分　

地
裁
前
集
合
）

11・７は日比谷野音へ
あらゆる闘いを結集させよう

東京地裁
幹
事
長
に
甘
利
明
、

政
調
会
長
に
高
市
、

官
房
長
官
に
松
野
を

据
え
る
な
ど
右
翼
政

治
家
を
据
え
て
お

り
、
単
純
に
安
倍
・

菅
政
権
の
踏
襲
と
い

う
こ
と
だ
け
で
な

日　時

場　所

１１月７日（日）正午 （開 場
１１時）

午後３時１５分頃にデモ出発

東京・日比谷野外音楽堂
「丸の内線／日比谷線／千代田線の霞ヶ関駅」「都営三田線の内幸町駅」

プログラム

終わらせよう！  新自由主義
とめよう！  改憲・戦争

２０２１年
１１月７日
日比谷野音

全国労働者総決起集会
改憲阻止！  １万人大行進（集会終了後　日比谷野音～

銀座～東京駅までデモ行進）
闘
う
労
働
組
合
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う

【呼びかけ】全日本建設運輸連帯労働組合関西地区生コン支部／全国金属機械労働組合港合同／国鉄千葉動力車労働組合　
　　　　　　国鉄分割・民営化に反対し、１０４７名解雇撤回闘争を支援する全国運動／改憲・戦争阻止！大行進

【事  務  局】千葉市中央区要町２―８ＤＣ会館　℡０４３（２２２）７２０７　ＦＡＸ０４３（２２４）７１９７

◉闘う労働組合の全国ネットワークを（呼びかけ３労組の訴え）
 関西生コン労組、港合同、動労千葉

◉連帯あいさつ（福島・三里塚など）
◉関西生コン労組支援の運動を全国に
 東京の会・東海の会など各地の支援団体から

◉国鉄１０４７名解雇撤回
 動労千葉争議団／顧問弁護団、署名運動の訴え

◉国鉄分割・民営化型の大攻撃に立ち向かう
 動労千葉、動労水戸、動労総連合

◉改憲・戦争をとめよう
 高山俊吉（改憲阻止！大行進）
 沖縄・横田・木更津など反基地の闘いから

◉労働者の国際連帯を広げよう！入管体制を打ち破れ
 韓国・民主労総ソウル地域本部（メッセージ）
 ビルマ市民労働組合

◉新自由主義と闘う労働現場からの報告
 医療・郵政・教育・自治体など

どなたでも

ご参加

できます

カンカラ三線

岡大介
カンカラ鳴らして
政治を「演歌」する

11
・
６
労
働
者
国
際
連
帯
集
会

　

11
月
６
日
（
土
）
12
時
30
分
開
場
、
13
時
開
会

　

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
５
階
セ
ミ
ナ
ー
室

11
・
７
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

　

11
月
７
日
（
日
）
正
午　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂

　

午
後
３
時　

改
憲
阻
止
！
１
万
人
行
進

　
（
日
比
谷
→
銀
座
→
東
京
駅
へ
デ
モ
）

呼
び
か
け
／
全
日
建
運
輸
連
帯
労
働
組
合
関
西
地
区
生
コ
ン
支

部
、
全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
港
合
同
、
国
鉄
千
葉
動
力
車
労

働
組
合
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
、
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進

国鉄闘争勝利・関生支部弾圧粉砕
闘う労組の全国ネットワークを！
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会
で
は
労
働
者
の
怒
り
が
爆
発

し
、
10
月
実
施
は
阻
ん
だ
」
と
し

て
「
Ｃ
Ｔ
Ｓ
で
の
組
織
拡
大
は
外

注
化
阻
止
闘
争
の
核
心
的
課
題
」

と
し
て
過
半
数
労
組
を
目
指
し
て

組
織
拡
大
を
全
力
で
闘
う
こ
と
を

訴
え
た
。

　
さ
ら
に
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回

裁
判
、
関
西
生
コ
ン
支
部
弾
圧
と

の
闘
い
、
改
憲
・
戦
争
と
の
闘
い
、

11
・
７
労
働
者
集
会
へ
の
結
集
を

呼
び
か
け
た
。

　
運
動
方
針
を
川
崎
昌
浩
書
記
長

が
提
案
し
、
外
注
化
阻
止
闘
争
の

再
構
築
を
提
起
し
、
外
注
化
が
破

綻
す
る
中
で
業
務
の
軸
を
担
っ
て

き
た
国
鉄
採
の
退
職
で
業
務
が
回

ら
な
く
な
る
の
に
、
Ｊ
Ｒ
と
Ｃ
Ｔ

Ｓ
は
65
歳
以
上
の
労
働
者
の
再
雇

用
を
拒
ん
で
い
る
と
し
て
、
こ
れ

を
打
破
す
る
た
め
の
組
合
員
の
統

一
対
応
方
針
を
確
認
し
た
。

　
途
中
で
か
け
つ
け
た
映
画
「
棘

２
」
の
杉
浦
弘
子
監
督
か
ら
あ
い

さ
つ
を
受
け
た
。

　
最
後
に
、
関
委
員
長
の
総
括
答

弁
、
２
０
２
１
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

案
、
運
動
方
針
案
、
予
算
案
が
全

体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
ス
ト

権
投
票
は
１
０
０
％
で
批
准
さ
れ

た
。

　
今
大
会
は
２
年
に
１
度
の
人
事

大
会
で
、
役
員
選
出
で
は
副
委
員

長
に
中
村
仁
さ
ん
、関
和
幸
さ
ん
、

佐
藤
正
和
さ
ん
、
書
記
長
に
渡
辺

剛
史
さ
ん
、
書
記
次
長
に
佐
野
正

幸
さ
ん
ら
新
役
員
体
制
が
選
挙
管

理
委
員
長
か
ら
発
表
さ
れ
、
信
任

投
票
で
全
員
が
信
任
さ
れ
た
。

　
渡
辺
書
記
長
は
「
書
記
長
の
任

は
重
い
で
す
が
、
新
し
い
動
労
千

葉
と
し
て
前
進
さ
せ
、
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
」と
決
意
を
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
２
０
２
５
年
ま
で

に
「
み
ど
り
の
窓
口
」
を
７
割
削
減

し
、「
指
定
席
券
売
機
」
へ
と
置
き

換
え
る
と
発
表
し
た
。
社
長
の
深
澤

は
「
駅
は
切
符
を
売
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
う
作
る
か
だ
」

と
ま
で
言
い
、「
車
い
す
案
内
の
削

社
員
に
対
し
て
「
65
歳
以
降
も
働
い

て
く
れ
な
い
か
」
と
頼
ん
で
い
る
状

態
だ
。

　
ま
た
、会
社
は
「
み
ど
り
の
窓
口
」

を
７
割
削
減
し
、「
指
定
席
券
売
機
」

へ
と
置
き
換
え
る
と
い
う
が
、
特
に

高
齢
者
は
機
械
の
扱
い
に
な
れ
て
い

な
い
。
切
符
を
購
入
す
る
際
に
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
で
遠
隔
操
作
に
よ
っ
て

案
内
す
る
と
い
う
が
、
結
局
は
う
ま

く
伝
わ
ら
ず
人
が
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
改
札
も
無
人
に
し
て
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
対
応
に
し
た
駅
も
あ
っ

た
が
う
ま
く
い
か
ず
に
取
り
や
め
た

駅
も
多
い
。
ま
た
、
東
京
で
も
無
人

駅
化
の
計
画
が
あ
っ
た
が
、
遠
隔
対

応
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
で

人
を
置
か
ざ
る
を
得
ず
、
計
画
は
頓

挫
し
た
。

　
駅
の
全
面
外
注
化
も
進
ん
で
は
い

る
が
実
際
の
ペ
ー
ス
は
遅
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
は
２
０
２
２
年
ご
ろ
ま
で

に
新
宿
、東
京
、品
川
、渋
谷
、池
袋
、

上
野
の
大
規
模
駅
以
外
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

に
駅
業
務
を
委
託
す
る
計
画
だ
っ
た

が
進
ん
で
い
な
い
。
実
際
に
秋
葉
原

の
全
面
外
注
化
も
計
画
よ
り
１
年
以

上
遅
れ
た
。
２
０
１
５
年
に
は
京
浜

東
北
線
の
神
田
・
秋
葉
原
間
で
電
化

柱
が
倒
壊
す
る
な
ど
大
事
故
が
起
こ

り
、
労
組
や
市
民
か
ら
も
外
注
化
反

対
の
声
が
上
が
っ
た
た
め
だ
。
ま

た
、
受
け
入
れ
る
側
の
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
も

前
述
し
た
と
お
り
人
が
集
ま
っ
て
い

な
い
。

　
鉄
道
業
務
を
す
べ
て
自
動
化
す
る

こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
例
え
ば
Ｊ
Ｒ

は
、首
都
圏
輸
送
管
理
シ
ス
テ
ム（
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
）
を
導
入
し
、
今
ま
で
は
ポ

イ
ン
ト
の
切
り
替
え
は
各
駅
ご
と
に

信
号
係
が
手
動
で
行
っ
て
い
た
も
の

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に

方
が
多
く
な
る
。

１
９
８
７
年
の
国

鉄
分
割
・
民
営
化

以
降
の
約
10
年
間

は
、
赤
字
を
理
由

に
現
場
の
新
規
採

用
を
し
な
か
っ
た

こ
と
が
原
因
だ
。

外
注
化
し
て
い
る

業
務
は
ど
こ
も
人

手
不
足
に
な
り
、

Ｊ
Ｒ
は
エ
ル
ダ
ー

駅
に
よ
っ
て
は
終
日
無
人
の
改
札
口

や
時
間
に
よ
っ
て
改
札
窓
口
を
閉
め

る
駅
も
増
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
プ
ロ
パ
ー

も
一
年
ぐ
ら
い
で
辞
め
る
人
が
出
て

い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
就
職
後
、
研
修

期
間
を
経
て
１
カ
月
で

辞
め
た
青
年
も
い
る
。

低
賃
金
で
昇
給
も
な

く
、
将
来
に
展
望
が
も

て
な
い
の
が
理
由
だ
。

　「
車
い
す
案
内
の
削

減
」
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
東
京
で
は
大
規
模

駅
は
「
車
い
す
対
応
」

を
Ｊ
Ｒ
の
孫
請
け
会
社

で
あ
る
警
備
会
社
に
全

面
外
注
化
し
た
。
警
備

会
社
は
ほ
と
ん
ど
が
ア

ル
バ
イ
ト
の
労
働
者
で

人
が
定
着
し
な
い
。
Ｊ

Ｒ
で
60
歳
を
迎
え
た
エ

ル
ダ
ー
社
員
が
警
備
会

社
に
出
向
し
て
「
車
い

す
対
応
」
を
担
っ
て
い

る
の
が
現
実
だ
。

　
そ
の
エ
ル
ダ
ー
社
員

も
新
規
で
入
る
人
よ

り
、
65
歳
に
な
っ
て
職

場
を
去
る
労
働
者
の

減
」「
出
改
札
・
輸
送
業
務
の
縮
小
」

「
常
に
改
札
窓
口
に
立
っ
て
い
る
状

態
を
減
ら
す
」
な
ど
駅
業
務
の
大
幅

削
減
を
公
然
と
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
東
京
で
も
駅
は
す
で
に
要
員
不
足

と
な
り
、
新
宿
駅
で
は
「
み
ど
り
の

窓
口
」
の
体
制
は
す
で
に
半
分
に
減

ら
さ
れ
て
い
る
。
要
員
不
足
を
補
う

た
め
に
、
休
日
の
買
い
上
げ
や
改
札

や
出
札
の
業
務
に
つ
い
て
い
る
労
働

者
を
ホ
ー
ム
に
回
す
こ
と
も
始
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
の
数
年
で
駅
の
外
注
化
も
激
し

く
進
め
ら
れ
た
。
秋
葉
原
駅
も
Ｊ
Ｒ

の
子
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
）
に
丸
ご
と
外
注
化
さ
れ
て
い
る

（
２
０
１
９
年
）。
山
手
線
で
も
高
輪

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
、恵
比
寿
駅
、代
々

木
駅
、
目
白
駅
、
大
塚
駅
、
駒
込
駅
、

鶯
谷
駅
、
御
徒
町
駅
、
高
田
馬
場
駅
、

新
大
久
保
駅
、
五
反
田
駅
、
有
楽
町

駅
が
す
で
に
全
面
外
注
化
さ
れ
た
。

動
労
千
葉 

新
書
記
長・
副
委
員
長
の
新
体
制

Ｊ
Ｒ
大
再
編
攻
撃
に
組
織
拡
大
で
立
ち
向
か
う 

「
融
合
化
」
提
案
は
外
注
化
・
分
社
化・
転
籍
の
大
攻
撃

巨大な矛盾が資本と労働組合の攻防に

よ
っ
て
自
動
で
行
え
る
よ
う
に
し
て

人
を
減
ら
し
た
。
し
か
し
、
異
常
時

の
対
応
は
人
で
行
う
以
外
に
な
い
。

す
べ
て
を
な
く
す
訳
に
は
い
か
な
い

の
だ
。
結
局
、
外
注
化
を
め
ぐ
る
資

本
と
労
働
組
合
と
の
攻
防
で
あ
る
。

　
要
員
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
お

こ
る
事
故
も
Ｊ
Ｒ
に
と
っ
て
は
ア
キ

レ
ス
腱
だ
。
か
つ
て
の
飯
田
橋
駅
は

ホ
ー
ム
が
大
き
く
カ
ー
ブ
し
て
お

り
、
一
度
ホ
ー
ム
要
員
を
廃
止
し
た

が
、
視
覚
障
害
者
が
ホ
ー
ム
と
電
車

の
間
に
挟
ま
れ
、
そ
の
ま
ま
電
車
が

動
き
出
し
て
死
亡
す
る
事
故
が
起
き

た
こ
と
で
障
害
者
団
体
が
こ
れ
に
抗

議
し
、
ホ
ー
ム
要
員
が
復
活
し
た
例

が
あ
る
。（
そ
の
後
、
飯
田
橋
駅
は

ホ
ー
ム
を
無
理
矢
理
直
線
に
工
事
す

る
こ
と
で
ホ
ー
ム
要
員
を
削
減
）。

　
ま
た
新
宿
駅
の
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン

の
ホ
ー
ム
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
以
外
は
立

ち
番
を
ゼ
ロ
に
し
て
い
る
が
、
15
両

編
成
だ
と
全
長
３
０
０
㍍
に
も
な
る

電
車
を
車
掌
一
人
で
端
か
ら
端
ま
で

見
渡
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
が
す
べ
て
を

見
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

　
し
か
も
駆
け
込
み
乗
車
が
一
番
多

い
先
頭
車
両
が
車
掌
か
ら
は
一
番
見

え
づ
ら
い
。
労
働
者
の
経
験
や
注
意

に
よ
っ
て
な
ん
と
か
事
故
が
防
が
れ

て
い
る
が
、
合
理
化
が
こ
れ
以
上
進

め
ば
い
つ
大
事
故
が
起
こ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
。
Ｊ
Ｒ
は
10
両
編
成
の

京
浜
東
北
線
や
15
両
編
成
の
車
両
に

ま
で
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
拡
大
を
狙
っ

て
い
る
。

　
５
月
26
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
打
ち

出
し
た
「
融
合
化
」
提
案
は
、
す
べ

て
の
鉄
道
現
業
業
務
を
外
注
化
し
、

分
社
化
・
転
籍
へ
と
労
働
者
を
追
い

落
と
す
攻
撃
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
に

は
必
ず
矛
盾
が
生
ま
れ
る
。
闘
い
に

よ
っ
て
攻
撃
を
覆
す
こ
と
は
可
能

だ
。

　
動
労
千
葉
第
51
回
定
期
大
会
が

９
月
26
日
、27
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
現
業
機
関
で

全
職
名
を
廃
止
し
業
務
を
融
合
化

す
る
と
し
た
「
柔
軟
な
働
き
方
」

提
案
な
ど
の
大
再
編
策
を
次
々
に

打
ち
出
し
て
い
る
。
大
会
は
、
外

注
化
阻
止
闘
争
と
反
合
理
化
・
運

転
保
安
闘
争
の
再
構
築
を
確
認
し

た
。

　
大
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
関
道

利
委
員
長
は
「
コ
ロ
ナ
が
突
き
出

し
た
新
自
由
主
義
の
崩
壊
は
、
医

療
や
郵
政
、
自
治
体
、
教
育
な
ど

あ
ら
ゆ
る
現
場
に
広
が
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
Ｊ
Ｒ
に
お
い
て
最
も

鋭
く
表
れ
て
い
る
」「
職
場
か
ら

の
反
撃
も
始
ま
っ
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
幕

張
事
業
所
は
、
要
員
削
減
の
説
明委

員
会
の
呼
び
か
け
で
船
橋
市
勤
労

市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
約
１
６
０

人
が
集
ま
っ
た
。
地
元
の
方
や
労
働

組
合
、
護
憲
団
体
な
ど
多
様
な
人
々

が
呼
び
か
け
に
加
わ
っ
た
。

　
同
日
、東
京
・
新
橋
ば
る
ー
ん
（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
で
も
上
映
会
。

東
京
の
会
共
同
代
表
の
木
下
武
男
さ

ん
が「
関
西
型
ユ
ニ
オ
ン
の
広
げ
方
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

　
９
月
26
日
、
大
阪
・
茨
木
市
福
祉

文
化
会
館
で
高
槻
医
療
福
祉
労
働
組

合
な
ど
の
呼
び
か
け
で
上
映
会
。
茨

木
市
で
は
２
つ
の
生
コ
ン
会
社
が
解

雇
撤
回
の
労
働
委
員
会
命
令
の
履
行

を
拒
否
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
闘
い
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

　
同
日
、
東
京
・
錦
糸
町
す
み
だ
産

業
会
館
で
は
、
改
憲
・
戦
争
阻
止
！

大
行
進
東
部
実
行
委
員
会
が
上
映

会
。
直
前
の
街
頭
宣
伝
で
参
加
し
た

人
も
。

　
関
西
生
コ
ン
支
部
支
援
を
訴
え
て

各
地
で
『
棘
２
』
上
映
運
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　
千
葉
で
は
９
月
23
日
、
上
映
実
行

全
国
各
地
で『
棘
２
』上
映
会 

盛
況
に
開
催

関
西
生
コ
ン
支
部
支
援
の
大
衆
的
な
広
が
り


